
【情報発信（H26）】

①防災公共推進計画の啓発
パンフレット作成

②防災公共フォーラム
の開催

復興推進基金事業 防災公共・災害情報提供システム構築事業（H26～H28）

【現状と課題】

【事業内容】

【効 果】

○平成２４年度～２５年度の２ヵ年にわたり、県内全市町村において防災公共推進計画を策定した。
○今後は、計画に基づいた効率的・効果的な対策を着実に推進しつつ、大規模災害時に備え情報共有化を強化する。

■防災公共推進計画の着実な推進
・危険箇所や避難場所
・津波浸水想定区域 共有
・河川氾濫浸水想定区域

■大規模災害時に備えた情報共有の強化
・施設管理者毎の施設台帳
・県民局等関係機関との情報の一元化

道路施設点検
維持管理情報

河川砂防危険
箇所調査

農林施設点検
維持管理情報

■防災公共の情報発信（啓発等）
・県民に対しての説明と啓発
・全国に対しての取組の発信

【防災公共・災害情報提供システム構築（H26～H28）】
・異なるデータベース情報の統一的な取扱い

・ＧＩＳ（地理空間情報）との連携
・ＧＩＳ基盤の基本設計・構築・試行・本運用

防災・災害関連情報の共有を図る。
・危険箇所、被災位置、写真 ・避難場所など

・ＧＩＳ情報として提供する。（見える化）

【災害情報の即時性】
・被災位置・写真等、県民局、
部局間の情報一元化

・初期対応の効率化と強化

【業務の効率化】
・防災公共推進計画のフォローアップ
・施設点検・維持補修履歴etc
・施設台帳管理等

職員研修、システム基本計画
職員研修、システム実施設計、システム構築
システム構築、試行検証

防災公共推進計画の着実な推進 大規模災害時に備えた情報共有の強化 県民の防災意識啓発

防災情報システム
への活用

WEBでの情報提供

～平成24・25年度策定～
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（仮称）防災公共・災害情報提供システムによる通常業務の効率化

【現状と課題】

●施設管理者は、施設台帳、危険箇所台帳など多種の台帳を管理し、作業時は、検索時間がかかり、また、保管スペースが必要。

●防災公共推進計画フォローアップ時に、各所管で危険箇所の対策施行等で更新された情報収集に労力がかかる。

各地域県民局
各 部

【業務の効率】

・危険箇所点検業務
など台帳管理

【事業実施】

情報共有

道路防災点検
カ ル テ

・出先機関と主管課が台帳管理
・定期的な点検を反映するための
書類の差し替え作業が発生

・多種の台帳管理を行う

道路防災点検
カルテ台帳

道路防災点検
カルテ台帳道路防災点検

カルテ台帳



（仮称）防災公共・災害情報提供システムによる災害時の効率化

【現状と課題】
県土整備部
防災訓練から

被災状況の報告時に各課が地図、報告様式や状況写真を持ち寄る。
その情報を地図上に書き込み「どこで何が」を把握→対策等指示。

●全体を示す地図は本部にしかない。 ●地図上に手書きしていくことで、時系列の変化を記載しきれなくなる。

●大規模災害時には、対策本部に他部の情報も逐一入り、紙ベースでは処理しきれない状況が想定される。

各地域県民局 各部

災害

【災害情報入力】
・被災位置・写真など

【事業実施】

情報共有



（仮称）防災公共・災害情報提供システムへの基盤図情報連携

（仮称）防災公共・災害情報提供システム

地理空間情報の活用促進のための協力に関する協定
書締結（平成２５年５月３１日）に基づき、各種基盤図、オ
ルソ写真の提供を得て、ＧＩＳシステムの基盤図として利
活用する。



（仮称）防災公共・災害情報提供システムと地理院システムの連携

（仮称）防災公共・災害情報提供システム

地理院地図


